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地域の防災をステップアップ

みんなでつくる地区防災計画



地区防災計画とは？
東日本大震災の教訓をふまえて創設された制度．地区居住者等が主体と
なって，地域の特徴を活かした災害時の“マイルール”をつくる取り組み．
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地区防災計画制度

①地域に詳しい住民や企業，町内会，自主防災組
織が作成する「地区の特性に応じた計画」

② 計画提案制度が採用される「ボトムアップ型の
計画」

③活動の継続を重視した「継続的に地域防災力
を向上させる計画」

倉敷市真備町川辺地区津山市城西地区



本日のお話 地区防災計画の３つの視点

• “地区防災計画の取り組み”は，地域の特徴を活かした支え合いの
仕組みづくり．日頃のあいさつやおつきあいを大切に．

• “地区防災計画制度”は，地域を共にする住民，町内会，自主防災
組織，学校，企業，団体，行政等の連携が目的．取り組む際は多くの
関係者を巻き込むことがポイント．

• “地区防災計画書”は，関わる全ての方が「これだけは！」知っておい
た方が良いことを文書化．文書にすることで明確化され，多くの方に
配る（共有）こともできる．



地区防災計画“制度”とは
―ボトムアップ型の公的な仕組み―
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平成25年災害対策基本法改正と地区防災計画制度

• 地区居住者等は、市町村防災
会議に対して地区防災計画を
定めることを提案することが
できる．

• 市町村防災会議には、提案に
対する応諾義務が課せられて
いる．

出典：地区防災計画ガイドラインに加筆

防災基本計画・・・・

地域防災計画・・・・

地域防災計画・・・・

地区防災計画・・・・



目 次
１ 3.11の教訓とルール
・避難行動
・避難所運営
２ 安渡町内会の防災組織図
３ 今後の予防対策
４ 検討会参加者



目 次
１計画の対象地区の範囲
２基本的な考え方
３地区の特性
４防災活動の内容
・防災活動の体制および班編成
・平常時の活動
・発災直後の活動
・災害時の活動



地区防災計画の取り組みに外せないポイント

• 適切な範囲（広さ）

• 中心的な担い手（組織）の存在

• ただし既存の枠組みにとらわれない

• オープンな議論の場

• 活動・意見交換結果の蓄積と情報共有

• 適度なアクティビティが保たれている

• 女性や子どもの参画がある

• 非日常と日常をつなぐ工夫（視点）がある

防災訓練後にBBQ→そのままお泊り？
里庄町東平井自主防災会

あるものを使う

里庄町殿迫自主防災会

常備食材を使った災害食レシピ

高松市二番丁



事例紹介

•倉敷市真備町川辺地区 “黄色いタスキ大作戦”
• 誰もが参加しやすい工夫

• 外部支援者の上手な巻き込み

•津山市城西地区
• 文書化による効果

•松山市高浜地区の取り組み
• 平成３０年７月豪雨の被害



平成30年7月豪雨における川辺地区

• 川辺地区では6名が犠牲に

• 同地区は，ほぼ全域が浸水し，ほとんどの住居が全壊（床上1.8m以上の浸水）

• 大半の住民が川辺地区以外の仮設住宅へ転居し，地域の繋がりを継続することが困難に

 



つながりの
結いなおし

• 地域を共にするす
べての人にタスキを

• 川辺地区全体で同
じ目標を共有するこ
とで，つながりの結
いなおしに

• 町内会の再編が難
しい場合はオール
川辺でフォロー

• たかがタスキ，され
どタスキ！！



タスキで乗り越える３つの壁
①遠慮・期待の壁
いざ，声かけしようとしても「急に声かけしてお邪魔じゃないだろ
うか」「きっと避難しているはず」といった考えが頭に浮かび，声
掛けを躊躇してしまう．

②プライバシーの壁
「そんなに親しい間柄じゃないのに，訪問して不審がられるん
じゃないだろうか」とお互いの生活を尊重するばかりに，一歩
ふみこめない．

③日常・非日常の時間の壁
「自分が災害にあうはずがない」「忙しいのに防災対策まで考
えていられない」など，やらなくて良い理由に阻まれる



小規模多機能自治×防災

岡山県津山市
城西地区



なぜ計画づくりに至ったか

• まちづくり協議会（３つのテーマ別部会）を中心に地域づくりに取り組んできた

•平成28年11月から内閣府地区防災計画モデル地区に選定されたことにより，
月１回の定例会議を開催．

•災害の状況をイメージできるような教材を使った研修や実働訓練を行っていた．

•防災の取組みを始めたことにより，台風で地域の方がポツリポツリ避難してく
るように

• 「来てもらっても毛布１枚無い」

• 「いつ，誰が，何を決断し，誰が行動するのか」

⇒年1回の実動訓練と図上研修

⇒3年間取り組んできたことをそろそろ文書にまとめたい



初年度 平成２８年度
城西地区の災害課題の把握
第１回

・地区防災計画の概要説明
・「地域で協力したほうがいいこと」
についてのグループ討議

☆第1回会議（H28.12.13開催）の検討結果☆
災害に備え、地域で協力したほうがいいこと
①災害時の町内での役割分担
②災害弱者対策
③災害時の避難ルール
④平時のご近所付き合いの活発化
⑤町内での危険を把握



令和元年度の課題

◎防災防犯部会と他の部会との連携

福祉部会 ⇒ 見守り台帳

まちづくり部会 ⇒ 避難場所の拡大

◎２年５か月かけて学んだことを

「地域住民のもの」「災害の時に使えるもの」 にする

災害時、実際に活用できる

生きた「地区防災計画」としてまとめていく
16

6月の防災防犯部会では，これま
で行ってきた活動を棚卸しして，
「地区防災計画」としてとりま
とめていく目次構成をつくろう
ということになりました．



2020/6/16

ワークショップ形式でどこの内
容を見直すべきかを意見出し．

「この計画書は私たちの地域の防災の教科書
です。定例会ではこれをもとに話し合います
ので、毎回持参してください。」



高浜地区では、地区内３５箇所で土石流やがけ崩れが発生し、人家

11戸が全半壊の被害となったが、避難の際にけがをした1人ともう

1名を除いて全員無事。

7月6日
06：20・土砂災害警戒情報発表（松山市全域）

午後・自主防災組織などが見回り開始（土砂崩れ等確認）

18時頃～・異常に気づき一軒一軒避難の呼びかけ,住民側から市に避難

勧告を出すように要請

21:00・ 避難勧告（高浜3丁目、4丁目） ※以降随発令地区拡大

22時頃から翌朝にかけて地区内35箇所で土石流やがけ崩れが発生
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見回り開始

平成30年7月豪雨 高浜地区は自分たちで地域を守った

＜ポイント＞

• 3年前に土砂災害警戒区域が公表されたことを受けて、

住民たちにより自主防災マップを見直し、土砂災害

用の避難場所を新たに決めるなど、事前に備えてい

た。

• 自主防災組織などにより自主的に見回りが実施され、

危険を確認した後は、行政の指示を待たず、避難行

動がなされた。その結果、地区内35 箇所での土砂崩

れ等が発生したが、全員無事であった。

• 小型無人機「ドローン」を用いた被害調査を行い、

今後の検討に取り組んでいる。

ステークホルダーの強みをお
互いが認識しており，強みを
存分に発揮できた



おわりに

•地区防災計画は，「みんなで取り組む」ことがポイント（継続）

• みんなで取り組める工夫をみんなで考える

•地域のマイルール ＝ 地区防災計画

•形にこだわらず，図化や文書化にて多くの主体に共有して，つながり
の質を高める
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